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漢喪中で解熱作用がるると称せられているものは多数るるが， 其等の中で代表的と目せられて
いる防風，柴胡， 知母，黄<'F， 玄参， þ向i黄， )11主主， 白主， 常日j， 荊芥， 秦五，ヲ十麻C，金銀花，地
骨皮等 につき各々酒精ヱキスを作り，之 を大腸菌による発熱家兎に怪口投輿し解熱作用の 有 無を
検ぺた。 其の結果は防風が最も有効で、基うるととを知つ?とDで本生薬の有効成分を探変せんとした。
防風は轍形科植物Siler div乱ricatnm Benth. et Hook.の根を乾燥したもの で，之の酒精エキス
をきた衰の如〈各種の溶剤及び沈較試薬を組合せ成分を分離しっし之 を動物試験により効力の有











( 1) Mannit。 酒精浸出液を濃縮放置すると多量D針妖結晶を析出した。 之を活性茨で脆色，
7](より 再結晶するとFp• 1660 となり.ì\1annit と混融して融点が降下しない。
( 2) Sitosterin。 酒精ヱキスのヱーテル可j容部分の不鹸化物を酷酸ヱーテルで再結晶してFp•
1360_ 1370の結品を 得た。 本品はリ{ベルマン反底は紫色，叉 Digitoninでアルコー ル不溶性の
沈澱を生歩、る。ElPち一種のSterinである。
(3) Lacton体。 酒精ヱキスのヱ{テ;1-可溶部分中より常法により油紋ラクトン体主分離し
た。之にヒドラチンヒドラー トを作用せしめFp. 630 の結品歌ヒドラチツトを 得た。本ラクトン
に Silerlactonと命名する。
(4 ) Phenol体。 燐グングステン酸との結合部分よりFp. ;910の結品を得た。本物質は塩化
第二鉄で紫色を呈し， 其他Phenolの一般性を示ナ。自[Jち一種ÇZ) Pheuolである。本物質 にSilenol
と命名する。Silenolは 其の分離過程から考えると恐ら〈原料中ではPhenolatとして存在するか
叉は分離 操作中に分解して生やるも のと考えられる。
( 5) 配糖体。 燐タングステン 酸による沈i般をj慮過した 液は配横体の性質を示すが未だ自己摺
体を結晶扶に分離するととが出来ない。然・し 5%硫酸 で加水分解するとFp• 1370 のAgrykon
D結品と葡萄糖を得た。葡萄糖 はOsazon (Fp• 2080)として証明した。本配糖体にSilesid又
Agrykon にSilegeninと命名する。
本研究を行うに当り多大の助言を賜 ったカ日来博士， 又 動物実験の一部を依額した北川博士， 原
料生薬の鑑定を依罰した石戸谷博士及び、実験に協力をいたどい?と矢野氏に厚〈感謝の意を表しま
す。
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酒精エキスび及l\farmitu 原料生認を粉ノ4ごとし;とを?丹精で煮沸i浸IH lノ;浸出液が着色しな〈なる
迄数回之 を繰返し， 浸液は之を合し酒精を溜去して放置すると 弐第に針扶結品を析出する。 此D
結品を櫨別し活性安で脱色し熱湯より再結品するとFp• 1660 と なり Manuitと混融しても 融点
の降下がない。 自[1ち本品はlYIannitでるるo l\fannit を分離したほ液は充分蒸発乾閉すれば粘調
主主褐色エキスが得られる。 i炊量は原料生薬に対し29.16μでるる。本ヱキスにワき動物試験を行
ったJ怯果は著明な解熱作用が認められる。
有効成分の分離。 上記 の酒精ヱキスIr.エーテルを加え充分混和しヱ{テル可i容部分と 不i容部分






部分に効力が認められる。 鉛酷と沈澱しない部分に有効成分が合まれること が 知られたので爾後
は此の部分D脆鉛剤として硫化水素をmうる代りに稀疏酸 で酸性として鉛分を硫酸鉛として沈澱
せしめ母、液に沈澱が生じな〈なる迄を限度と して燐グングステン酸溶液主加えた。 沈i肢は 母液と
分け飽和パFツト7](と処理して描過し母液に稀硫酸を加え弱酸性とし過剰 のパリウムイオンを硫
酸塩として除き，此 を茨酸ソーダで中平11したものは有効 で正うる。燐タングステン酸による 沈澱を
諮過した母液は之に酷酸鉛液弐で鉛酷液を加えそれぞれ生七十、る沈械を除去し， 共 で硫化水素で鉛
分を除去したほ液左濃縮し効力主検べたが 無 効でる石。 此 の部分より後越 の配糖体が 得られた。
Sitosterinの分離。 酒精エキスのエーテル 処理によ勺て符たヱーテル可i存性の油紙物質主常法
により 中性，酸性及び、Phenol性物質に分けた。 油扶物質に対し 中性物質はJ比量6%， Pheuol性
物質は0.2%に当る。 此 の 中性物質ば更に酒精性カリ で常法により 鹸化し不敵化物 (中性物に対
し4.56%)と 鹸化物に分けた。 不鹸化物は之主・酷酸ヱ{テルよU再結晶を繰返しFp.1360_1370
の 針扶結晶を得た。 本品はリーベルマン呈色反躍は紫色を呈し， 叉酒精溶液Ir. Digitonin の 酒精
溶液を加えると不溶性洗般を生やる。 融点より考えてSitosterin の出品でるる。





結品が析出する。 之を酒精より 再結品すればFp• 630 となるo
Silenolの分離。 有効成分分離の項で述べた燐グングステン酸 で沈j殿を生十る部分を濃縮し稀
硫酸で酸性とし冷戴席中で、放置すると結品が析出する。 之を酒精より 再結晶するとFp• 910 の 針
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エーテルで抽出しエ{テル!青ば7K洗乾燥後ヱ{テルを滞去した残誼を沼精より再結品すると
Agrykonとして絹糸散の結品PP. 1370が得られる。又エ{テル拍出残液を茨酸ソ{ダで、中和し
常法によりPhenyhydrazin を作用せしむると黄色の 結品が得られる。 之 を酒精より 再結晶すれ
ばFp• 2080となり葡萄糖から作ったOsazonと混融しても融点、が降下したい。








活法の 二者となる 。 筆者等;の採用 Lたの は後者郎 ち 薬品法 中，塩化亜鉛 を 使 用 するもDであ って
其θ概要は風乾せる鋸屑を7-8倍重量の塩化亜鉛液(濃度約50μ)と1-2 %重量り塩酸液と
の混合液で数時間揖氏120度辺で蒸煮し諸過， 造粒， 予備乾燥，賦活賠焼後，酸洗， 水洗し乾操
仕上げるものである。 回収茨ば通常， 径4粍長さ4-4.5粍の形北�を規格し工業上必要なl笠1fjçと
しては吸着力，硬度，脱者力， 発火点等である。発火点は我国ぜは商工省告示第六九六号(昭和
十六年八月九日)によると 酸素気流下，揖氏 250度以上となっているが外閣では300度以上 を規
定している。 筆者が発火点に関し首記の影響を追求したのは種々な合長案有機物を原料として木
製惑を 行った際， 製品の 仕上 乾燥時 ，揖氏 200度 内外で発火慨d尭ナる も のが可 成り 屡々現 われた
ので，か与る点に関ナる報交を調べたが見出されなかった。 筆者はとの原因を本製造保件よb種
種考察し(1)鋳鉄製蒸煮躍の内張 り 鉛板よりi容出 混存した鉛塩の存在，(2)賦活温度並に共の時
間D影響のこてコ，に着目したが(1)の僚件は試料 を充分 酸洗し鉛塩を完全に除去した 結果， 主j京区!
で、ない事が確占うられたので(2)の原因につき研究 を進めた。
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